
 

＊1 尾張繊維技術センター 素材開発室（現 尾張繊維技術センター 機能加工室） ＊2 尾張繊維技術センター 素材開

発室 ＊3 尾張繊維技術センター 素材開発室（現名古屋学芸大学 メディア造形学部） 

研究ノート 

 レピア織機を活用した新規緯入手法の開発 
宮本晃吉＊ 1、田中利幸＊ 2、島上祐樹＊ 3 

 
Development of Weft Insertion Method on Repier Loom 

 
Kokichi MIYAMOTO*1, Toshiyuki TANAKA*2 and Yuki SHIMAKAMI*3 

 
Owari Textile Research Center*1～ 3 

 
 レピア織機における新規緯入手法の開発を行った。具体的には、レピア織機では従来不可能であったヘ

アピン織の実現を目指し、小幅レピア織機を用いて原理確認を行った。その結果、数か所の改造を行うこ

とで、レピア織機においてもヘアピン織が実現可能であることを確認した。しかしながら織機メーカーや

機種の違いによって織機の動作機構が異なるため、それぞれの織機に合わせた改造が必要であることが明

らかになった。  
 

１．はじめに 
 毛織物中心の尾州産地では、秋冬用衣料の需要は非常

に高いが、春夏用衣料の生産時期は閑散期となり産地を

悩ませ続けている。そのため需要拡大及び閑散期対応と

して製品の差別化・高付加価値化につながる製織技術の

多様化が強く求められている。 
 現在、尾州地域における織機の保有台数比率の半数以

上をレピア織機が占めている 1)。しかしながらシャット

ル織機と比較し、レピア織機は生産性の点で優れるが、

緯入方向が一方向であるため、織物としての自由度が低

い。そこで既設レピア織機の緯入機構を改造することで、

レピア織機における製織技術を多様化することを考えた。 
 製織技術の多様化に関して当センターでは、特殊カラ

ミ装置の開発 2)や部分緯糸挿入装置の研究 3)、部分緯糸

挿入織物の柄出し技術に関する研究 4)、シャットル織機

による新規ヘアピン織物の開発 5)などに取り組んできた。

これらの知見を活かして、本研究では、レピア織機にお

ける新規緯入手法の開発を行った。具体的には、レピア

織機では従来不可能であったヘアピン織の実現を目指し、

ヘアピン織の原理確認を試みた。 
 

２．実験方法 
2.1 レピア織機によるヘアピン織の原理確認 

 ヘアピン織は以下の①～⑤の動作を繰り返すことで実

現可能であると考えた。 
① よこ糸 1 をレピアにて挿入 
② よこ糸 1 をレピアが把持したままで筬打ち 
③ よこ糸 2 を通した綜絖枠のみ開口を変えることで、

よこ糸 1 によこ糸 2 を絡ませ、挿入 

④ よこ糸 1 を把持したままレピアは原点位置へ移動 
⑤ 筬打ちを行い、開口を変える 

上記の動作について、小幅レピア織機((株)トヨシマビ

ジネスシステム製 織華)を用いて、ヘアピン織の原理確

認および実現可能性について評価を行った。 
 

３．実験結果及び考察 
3.1 ヘアピン織の原理確認結果 

 小幅レピア織機によるヘアピン織の原理確認により、

ヘアピン織は実現可能であるが、小幅レピア織機に対し

て数か所の改造が必要であることが明らかになった。具

体的な改造部位としては、よこ糸 1 を把持したまま筬打

ちを行う機構(動作②)、よこ糸 2 の挿入口(動作③)、よこ

糸 1 の把持機構(動作④)である。図１に動作②、③、④

におけるよこ糸 1、2 の動きを示す。 
図１に示したよこ糸の動きを実現することで、レピア

織機によるヘアピン織が原理的に実現可能であることが

わかった。しかしながら、織機メーカーや機種の違いに

よって織機の動作機構が異なるため、それぞれの織機に

合わせた改造が必要となることも明らかになった。この

課題については、今後検討を行っていく。 

 

3.2 ヘアピン織生地の作製 

小幅レピア織機を用いた原理確認結果を基に、ヘアピ

ン織生地の作製を行った。図２に作製生地を示す。ヘア

ピン織生地の作製により、上記の機構でのよこ糸の挿入

成功率は 60%～80%程度であることが明らかになった。 

よこ糸の挿入における失敗は、動作③においてよこ糸

2 のテンションが強くなりすぎレピアがよこ糸 1 を離し 
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図１ よこ糸 1、2 の動き 
  

てしまうこと、動作④においてよこ糸 1 の把持に失敗す

ることなどが挙げられる。よこ糸の挿入成功率向上のた

めには、よこ糸 2 の糸道の精査、動作④でのよこ糸 1 の

把持機構の改良が必要であると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 作製生地 

 

４．結び 

 レピア織機における新規緯入手法の開発を行った。具

体的には、レピア織機では従来不可能であったヘアピン

織の実現を目指し、小幅レピア織機を用いて原理確認を

行った。 

 小幅レピア織機を用いて原理確認を行った結果、数ヶ

所の改造を行うことで、レピア織機においてもヘアピン

織が実現可能であることを確認した。しかしながら織機

メーカーや機種の違いによって織機の動作機構が異なる

ため、それぞれの織機に合わせた改造が必要であること

が明らかになった。またよこ糸の挿入成功率の向上のた

めに、よこ糸 2 の糸道の精査、状態④でのよこ糸 1 の把

持機構の改良について今後検討を行っていく。 
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